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ンを１１１心とする地方アクセントと融和して形成され

たのがＥＥであり，特にEssexやKentなど広範囲の

中若年屑に没透しているとする。また，かってＲＰ

の領域とされていた金融ビジネス街TheCitvにおい

ても，「Customer-friendly」なＥＥが使用されるよう

になってきたらしい。

本稿では。ＥＥに関して報告されている情報から，

特にその言語現象拡大の要因と災[lil社会の反応．さ

らに発音上の特徴について考察したい。

Abstract

いわゆるEstuaryEnglish（以後ＥＥと略す）と呼

ばれる標準英語アクセントの変種は，ロンドンを中

心にその勢力をi幅広く拡張し続けている。ロンドン

のCockneyアクセントや英国南東部アクセントなど

の混合アクセントの特徴を持つとされるＥＥの瞥及

は，近年イギリスにおける教育改革，交迦機関の発

達，ロンドン発信型イギリス文化の固定化階級社

会の衰退，階級や職榮などの社会流動性などが理由

と考えられる。このようなイギリスの標準英諦アク

セントの変化は，何も今に始ったことではなく，少

なくとも500年前から起こり続けている現象である

と主張する研究稗もいる｡独特な語菜の選択の他に，

ＥＥの主な音声特徴としては，子音では，／t/の声門

閉鎖化，／l/の母音化Ｍｊ/の脱落・結合同化，／h/の脱

落｡／０，６/から／f，ｖ/への変化，／r/から/W/への軟

口蓋化などが挙げられる。一方母音では／i／およ

び/e/への変化，２１１Ｗ:音のシフトなどが観察され

ている。

アクセントとダイアレクトの区別

まず本稿で取り扱う「アクセント」とは．ｌ言語

の発音分野のみの特徴であり，便宜上「ダイアレク

ト」と区別する。「ダイアレクト」とは、通常．統

語や語雄等の特徴をも含むその冨詔全体の異形・変

種を意味するｃCrystal（1995)の専門的（言語学的）

な定義によると，「アクセントは、系統的に用いら

れる音声・背韻的パターンとiii位（音素や音節等）

のことで，各アクセントによって一定のパターンが

存在する。一方，ダイアレクトは，もっぱら文法．

語燕｢|山し､の|M1題を扱う。その意味で，アクセントと

は狭い範Ⅱ'１での発音異形学と言えるc」としている。

はじめに

EstuaryEnglishとは，1984年に，DavidRosewame

(1984,1994)によって造り出された造語で，ロンド

ンテムズ川とその河口沿地域で使われている標準英

語アクセントの変種を意味し，拒に，従来の

ReceivedPronunciation（以後ＲＰと略す）と呼ばれ

ている英国南部の教鍵ある人々が喋るとされる別名

ＢＢＣアクセントや，ロンドンの労働者|喘級が喋る

Cockneyアクセント，さらに英'五l南東部英船アクセ

ントなどの混合であると定義されている。

Rosewameによれば，イギリスにおいて．従来の英

語アクセントの椎威であったＲＰが，徐々にロンド

ＥＥ考察のための参考資料

くｗｗｗ・ｐｈｏｎ･ucLac､ｕｋ/ｈｏｍｅ/wells＞

現在，イギリスで最も注目されているアクセント

と言っても過言ではないＥＥについては，それ同体

の存在の足非を議論するほどflrilfl1lbj論が分かれてい

る。1984年以来，多くのイギリスの全国版新聞な

どの教育欄や文化欄で扱ってこられたが．ＥＥにつ

いて科学的手法で集められたデータの艇が少ないた

め，議論も三iﾐ観的になりやすい。しかしインター
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ＥＥ圏拡大の要因ネットの普及のおかげで，ＥＥに関する資料を包括

的に提供してくれるWebsiteがある。University

CollegeofLondonの音声学部教授』.C・Wellsがこ

の多大な時間とエネルギーを要するサイトの維持管

理をしている。そのカバーする数多い参考商科は，

ＥＥに関する出版書籍，発表論文，新聞記事，セミ

ナーでの発表原稿，ネット上での議論集にまでおよ

び，そのデータは絶えず更新されている。

伝統的には，イングランドの主なダイアレクトは．

８．９稀エリアをNorthern，２．３番エリアを

Southern，４番エリアをKentish，ロンドンを含む

１．５番エリアをEastAnglia，６．７番エリアをＥａｓｔ

＆WestMidlandダイアレクトと区分されてきた

(Crystall997几そして，London・Cambridge・

Oxfordの３点を結んでできる三角形を「Ｅａｓｔ

鯵

綴0-論=▼_ｒ

▼

〉
の

蕊
丙

毬－－銭=ひ… Ｓ

LGreaterLondon

2・SouthWest(AVC､,Somerset,DevonpCornwall）

3.South(Hampshire,Berkshire,Wiltshire,Dorset）

4.SouthEast(Kent,Surrey,WestSussex,EastSussex）

5.EastAnglia(Cambridgeshire,Essex,NorfOlk,Suffblk,LincolnshirC）

6.Oxford＆Midland(Oxfbrdshire,Buckinghamshire,Berkshire,HertfOrdshire,BedfOrdshire）

7.HeartofEngland（Leicestershire,Northamptonshire,Warwickshire,G1oucestershire,HerefOrdandWorcester,Shropshire，

StaffOrdshire,Derbyshire,Nottinghamshire）

8.NorthWest(Cumbria,Lancashire,Merseyside,GreatManchester,Cheshire）

9.Ｙｏｒｋ＆NorthＥａｓｔ(Northumberland,Ｔｙｎｅ＆Wear,Durham,Cleveland,NorthYorkshire,WestYorkshire,SouthYorkshire，

Humberside）

lqScotIand

lLWales

l2､Nlreland

Fig・１イギリスのエリアガリ地図
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て女王が年に２度，貴族の称号を国会議員や芸能界

などを含める各界の要人に与えるイギリスでは，表

面的な階級意識は，以前と少しも変化していない。

過去に行われた国民意識調査の１項目に「Class

Struggle」の有無についての質問があり．有とする

者は1964年には48％であったが，３０ｲﾄﾞ後の1995年

には８１％に増hⅡしていた事実がある（McDowall

l999)ｃ社会流動性については，1950年代を境に，

それまで75％を占めていた労働者階級の割合が，

現在では40％までに減り，逆にミドルクラス人口

が急増した。イギリスの25％の富を占有する人[］

の約１％の｣二流階級のすぐ下に，ミドルクラス屑が

商収入・高学歴・結婚などの手段によって「スーパ

ークラス」と呼ばれる新興アッパーミドルクラスを

形成した。この常に上昇志向をもつミドルクラスの

社会流動性が，同時に言語をも流動化したと言え

る。

また，文化的要因として，学校教育制度改革が挙

げられる。イギリスでは，５才から１６才までの１２

年間の無償義務教育（5～6才：インファントスクー

ル，７～11才：ジュニアスクール，１２～16才：セカ

ンダリスクール）があるが，かっては１１才になる

と，「イレブンプラス」と呼ばれる試験を全生徒に

課して,職業訓練組と進学組を能力別に分けていた。

そして，全体の２割の進学組生徒はグラマースクー

ルに入り，将来大学進学を目指し，１７才以降も教

MidlandsTriangle」と呼び，１４世紀の人口大移動の

後，イギリス全体で比較的人口密度，富の集中度，

教育程度が商<，StandardEnglishを形成した地域

とされる。

まず，地理的要因として，これら首都近隣地域の

アクセントの急速な波及は交通機関の発達，とりわ

け，ロンドンまでの通勤可能地域の拡張にあると考

えられる。方言調査資料から（Trudgilll990)，イ

ギリスの北部から南部に伝えられたとされる英語の

語薬であるManger（古くはTrough）がうまく南部

の主要鉄道や幹線道路と一致して分布していること

からも，主要交通網がダイアレクトに大きな影響を

与えていることが推測される。

現在では，ＥＥの勢力範囲はロンドンを中心に半

径約200kｍをカバーするようになり，北はNorwich

を含む５番EastAnglia，西は２番のCornwallでさえ

までにもＥＥが拡大している様子が報告されている

(Shoenbergerl999)。

逆にロンドンから地方への人口移動をロンドンア

クセント拡張要因の１つと仮定すると，特に第２次

世界大戦後ロンドン在住者が，比較的スペースが広

く土地の価格が安い郊外に家を求め始めた事実も挙

げる必要がある。

次に社会的要因として，階級社会の衰退と階級や

職業など社会流動性が顕著になってきた事実が挙げ

られる。とはいえ，国家に対する貢献度の目安とし

SocialClassesinBritain(％ofhouseholds）

□
・
国
回
国
■

UpperMiddleClass3船

MiddleClassl69t

LowerMiddleClass26死

SkilledWorkingClass26兜

Unskil]edWOrkingClassl7死

Redidlmll3兜

Source:NationalReadersbipSurvey,ＮＲＳ,1992/9３

Fig.２イギリスにおける社会階級ごとの人口百分率
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Fig.３現在のイギリス教育システム（但し，進級の年齢区分などのシステムは，公立私立により，または地方

自治体の教育委員会によっても異なることがある）

青を受ける。残りの８割の生徒が公立セカンダリー

モダンスクールに入り，将来主に技術職，邸務職に

つくための職業訓練的教育を受け，１６才で社会に

出る。

１９６５から１９８０にかけてこの２つのシステムをと

る学校の多くが，Fig､３のように，男女共学で無償

のコンプリヘンシブスクール（総合中等学校）に統

一された。その結果，現在では全国で約９割の生徒

がコンプリヘンシブスクールで義務教育の妓終段階

を終えるようになった。そのため，コンプリヘンシ

ブスクールでは，少数ではあるがＲＰを喋る生徒達

と大多数を占める地方色アクセントをもつ生徒達が

互いに影響し合うチャンスも必然的に多くなる｡逆

に，イギリスの私立学校（パブリックスクール）で

は，大多数を占めるＲＰを喋る生徒達と少数派の地

方色アクセントをもつ生徒達が互いに影禅し合う。

その結果．どちらにしても，中立的アクセントが成

立することになる。

アクセント変化の方向から言うと，それまでの

ＲＰを喋るとされた生徒達は，地方色アクセントを

持つ生徒達の影辮を受けて意識的にアクセントの

｢Downward化」を起こさせ，その主なJ1llIjlは意識

調査によると，「グループにおける威信とたくまし

さ」を保つためであるらしい。逆に地方色アクセン

トを持つ生徒達は，ＲＰアクセントの「洗練された

話し方」を身につけるため，アクセントの

｢Upward化」を起こさせるように順応し，その結果

｢アクセントの収數現象」が起こるようになった

(Schoenbergerl994;Khlmyrl996)。

妓後に，ＥＥ拡大の情報技術的な要因として，ラ

ジオやテレビなどの通信メディアによる影響も大き

いことは言うまでもない。1995年に行われた調査

(McDowalll999）によると，イギリス人視聴者は１

１１平均３時間半テレビを見るらしい。その意味で，

サテライト放送や，ケープルテレビ導入によるアメ

リカ英語番組の豊富さに加え，’五|内では高視聴率を

誇る長期人気シリーズ番組である，マンチェスター

アクセントのCoronationStreet（IＴＶ、視聴者約

１７３０万人）やロンドンアクセントのEastEnders

(ＢＢＣＩ，視聴者約1580万人）などがブリティッシ

ュの口語アクセントに日々与えている影響は大き

い。特に，週末の子供番組のほとんどはスピードが

速く，軽快で調子の良いＥＥをしゃべる司会者達に

よってすすめられている。

－１４４－

Ａｇｅ Ｎａｍｅ Maintain F℃e-paying

３
４
５
６
７
８
９

０１
１１

２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１

○
○
間
口
己
ロ
房
○
【
嗜
団
・
巨
。
②
ご
○
ロ

Nursery

Reception

Ｙｅａｒｌ

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

１１

L()ｗｅ「６[ｈ

ｌ:ｐｌ)ｃｒ(ith

Nursery

で
ユ
コ
〕
四
『
宮

InfEmtSchool

ＪｕｎｉｏｒSchool

の
⑦
Ｃ
Ｃ
ｐ
Ｑ
ｍ
『
曙

Comprehensive

Scho〔)Ｉ

『
の
二
宙
『
臣

6Lｈ

Form

Ｕｎｉｖ．

Furthcr

ISducation

Nursery

Prc-preparatory

School

Preparatory

School

1ｺublicSchool

６tｈＦｏｒｍ

Universi[ｙ



EstuaryEnglish（津熊）

ReceivedPronunciation（ＲＰ） (Tathaml999)ｃ本稿では，WellsのＲＰ(Ｕ－ＲＲＭ‐

RP)，ＳＥ(Adoptive-RBNear-RP)の４種類のＲＰを

基準にしたい。DanielJones（1918)は，ＲＰを「英国南部の教養の

ある人々が喋る地方色のない標準発音」と定義して

いるが，かつては社会的，経済的に優位な立場にあ

る一部特権階級が用いるダイアレクトとされてき

た。また，教育の現場でもＲＰが用いられてきたた

めにＢＢＣEnglish,Queen,sEnglish,OxfbrdEnglish，

StandardEnglishなどと一般に肯定的に広く受け入

れられてきたダイアレクトと言える。その意1床で，

外国語としての英語を教授する場合，アメリカ英語

に対してイギリス英語を代表するＲＰは，｜日大英帝

国植民地においての公用語として使用され，また英

語の教師にとって欠かせない資質になってきた

(Bexl994)ｃさらに，アクセントによる談話内容の

信頼性に関してＢＢＣが行った実験によると，West

MidlandとＲＰのアクセントを比較した場合，明らか

にＲＰの方が信頼性と説得力があるように報告され

ている(Aschersonl994)。

ＲＰは，Ｇｉｍｓｏｎ（1980)によってさらに

ConservativeRP(CRP),AdvancedRP(A-RP)General

RP(G-RP)とその変化と話者の'1代順に詳しく分類

され，その変化の推移を早期に指摘している。Ｃ

ＲＰは，伝統的にある一定の専門職や社会グループ

に属する老年層が用い，ＡＲＰは，主に｣ｭ流階級の

若年層が用いるとし．Ｇ－ＲＰは，ＢＢＣのニュースな

どの中で使われている典型的な｢標準イギリス英語」

とされる。後にWells（1996)は，Ｃ－ＲＰおよびＡ－ＲＰ

をUpper-crustRP（Ｕ－ＲＰ)とし，Ｇ－ＲＰをUpper‐

middle-classまたはOxfOrdEnglishとして知られる

MainstreamRP(M-RP)と称した｡上記２種類の他に，

Adoptive-RP（言語修得期にＲＰを話さなかったが，

後にＲＰを取り入れたたＲＰ話者）およびNear-RP

(若干の地方色アクセントを帯びているために，厳

密にはＲＰではないが，「教養のあるミドルクラス話

者」として受けとめられる意味で，限りなくＲＰに

近い）を付け加えている。さらに，Ｍ－ＲＰ全体を通

じて，Casual-RPや，Young-RPという下位範嬬も使

用している。人口比から見ると，Adoptive-RPや

Near-RPが圧倒的に多いため，これら２つのカテゴ

リーをStandardEnglish（SE)と呼ぶ研究者もいる

EstuaryEngIishにE）の呼称

RosewarneU984;1994)が新しく分類したこの英

語アクセントは，学術界をはじめマスコミにおいて

も物議をかもしている。学術的な論点の１つには，

ＥＥという新しいアクセント区分の存在自体を問う

問題がある。この呼び名は新しいが古くから議論さ

れてきた現象であり，Wells（1994,1998)はＥＥをむ

しろ「LondonEnglish」と呼び，その定義を「イン

グランド南東部地域を含むアクセント特徴でしゃべ

られる標準英語」としている。また，Maidment

(1994)は「Post-ModemEnglish」と称し，Rosewame

の「EstuaryEnglish」という呼称の不適切さを指摘

している。そしてその主な理由を「社会言語学的な

観点から，ＥＥと呼ばれているアクセントが存在す

るとすれば，実際にテムズ河口治でしゃべられてい

るかどうかが疑問であるし，そのアクセント自体が

テムズ河口に、l来するかどうかも確かではない｡」

としている。

Rosewameは，現在のＥＥをアクセント的に，ＲＰ

とCockneyの両極端アクセントの中間に置き。ＲＰ

とCockneyの他に，主に英国南東部アクセントの影

響を受けた「混合アクセント」と定義している。た

だし，ＥＥは，Cockneyと混同されやすいが(McKay

l996)，文法や表現が標準英語に従っているという

点で，Cockneyと距離をおいていて，ＥＥとCockney

を区別する際の大きな手がかりとなる。同様に，

ＥＥとＲＰの境界線も極めてあいまいであるが，ＲＰ

の特徴である「地方色を帯びていない点」が両者を

区別する際の大きな決め手となる。

しゃべり方一つでその個人の階級，出身，教育程

度がわかると言われるイギリスにおいて，「系統的

な」アクセント変化はイギリス人が敏感にならざる

を得ない問題である。その敏感さの一つの原因は，

過去において上流，中上流階級の生活言語であった

ステータスシンボル的なアクセント，さらに英国内

外の英語教師の基準となってきたこれまでのアクセ

－１４５－
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ントが急速に変化しつつあるというところにある。

ＥＥを修得することによって，ある程度出身地域や

階級をあいまいにすることができる点は，このアク

セントの最大の社会言語学的魅力である。ＥＥの存

在自体の是非はともかく，この変化の方lrilは，１ﾘ]ら

かにＲＰからロンドンやロンドン近郊地域アクセン

トの方向に急速にliijかって動いていて，英国南東部

に広く浸透し，現英国の社会，経済の雅盤を成す中

流階級の生活言語アクセントと変わりつつある事実

は否定できない。

*C7）／０，６/から／f，ｖ/への変化

*C8)/i/から/W/への軟口蓋化

母音の特徴

Ｖｌ)／i／および/e/への変化

V2）２重母音のシフト

なお，以下の例の中で使用されている省略記号は次

の通りである：

U-RPUpper-crustRP

M-RPMainstreamRP

SEStandardEnglish（Adoptive‐

RENear-RP)

ＲＰＲP全体

Ａ＞Ｂ/ＸＹＡはＸとＹの環境中でＢに変

化する

ＥＥ＜Cockney（アクセントの）頻度はＥＥ

よりもCockneyの方が多い

＃語末尾

EEの音声特徴

Rosewarne（1984,1994)やCoggle（1993)の記述に

よるＥＥの音声特徴は，言語学の専門家，特に音韻

学・音声学者からその具体的な資料の欠如のため

に，客観性に乏しい点が指摘されている(Maidment

l994,Wellsl994)。従って，以下に示す実際の発音

上の特徴は，検証されたＥＥ独自の特徴というより

は，現在のＲＲＥＥ，Cockneyのアクセントに関す

る言語学・音声学分野の専門家達の経験に基づく主

観的な考察の結果である。

ＥＥとしての特徴は，換言すれば，Cockneyなど

の地域色を持つアクセントがＲＰに与えた影響の過

程であり，影響を与えたCockneyなど自体の特徴か

ら区別されなければならないが，その境界線の位置

は明らかではない。しかし，音声学などの専門的立

場から一般的に次の音韻特徴がＥＥアクセント，す

なわち，Mainstream-RPの変化の過程で，影響を受

けたアクセン特徴で，すでにアイデンティティーを

確立していると考えられている項目である（＊印の

項目は，まだＥＥやＲＰにも見られないアクセント

特徴とされている）：

子音特徴

Cl)/t/の声門閉鎖化

ａ)ｔ＞？／＿Ｃ(子音直前の/Vの声門閉鎖化）

例）fbolball ／'fu2bo:１／

（CasualM-RP＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

quiLegood／kwa工Ｚｇｕｄ／

（CasualM-RP＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

aLmosphere／，aB2mesfｴe／

（CasualM-RP＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

parUy ／,pqx21工／

（CasualM-RP＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

Gatwick／,g8B2W工k／

（CasualM-RP＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

mattress／mB2res／（Cockney）

子音の特徴

Ｃｌ)/t/の声門閉鎖化

Ｃ２Ｍ/の母音化

Ｃ３Ｍ/の脱落・結合同化

Ｃ４)intrusive/f／

*C5)/h/の脱落

*C6）／U／から/､/への変化

b）ｔ＞２／＿(V)＃(語末尾・母音直前の

／[/の声門閉鎖化）
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例）little／i工to／

middle／h工do／

ibrexampleif／fｓ

／tjUlzde工／ （U-RP）

／i1llLzdeｴ／

（ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

Ａｕ:zde工／

（Cockney,EastAnglian）

／djUKk／（U-RP）

／d3uik／

(ＭＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／ｄｕ:ｋ／

（Cockney,EastAnglian）

／､j些s／（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ）

／､u:s／

（Cockney,EastAnglian）

／revd型Sn／

(Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／WDtju:／（U-RP）

／WbLm型／

(ＭＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／aｴdju:／（U-RP）

／ａｍｓｕ１／

(Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

（ＥＥ＜Cockney）

（ＥＥ＜Cockney）

工gz8BmopQ

（ＥＥ＜Cockney）

例）Tuesday

Cockney特有に起こるニユートラライゼイシヨン

が起こる例：

duke

ノ

血｜ゴー珂一麺一四一剛》一》
ぼ
た
征
、
ノ
ノ
ノ
ノ

例）fbol-fUll

real-reel

feel‐fill

weld‐world

doll‐dole

poo1‐puU-Paul

veLVal

dial‐Ｄａｈｌ

Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
ｊ
ｊ

ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ
ｙ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

、
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

く
く
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く

ｎｅｗｓ

revollltion

whatｙｏｕ

C3)/i/の脱落・結合同化

didｙｏｕ

a)/i/＞臼/､,],s／［u:,＋stress］（/､,1,s/直後

の/u/に現れる〃が脱落しやすい）

b)/i／＞臼/t,。／（/t,。/直後の4/が脱落しや

すい）

c)/tj/＞／tS／（/U/が/tS／に結合|可化しやす

い）

｡)/dj/＞/Cl3／(/dj/が/d5／に結合同化しやす

い）

C4)Intmsive/[/

非尚母音/e，エａｄ幻ｏ:／の後に母音が続く場

合，／'１/が割り込むことが多い。ただし,／･Z／の後で

/r/を割り込ませるＲＰ話者はまだ少ない。

語境界を越える場合

例)shahofIran／io:Zev／

（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／白pd:ｴend／ｓｐａａｎｄ

（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

ｃｏｍｍａｉｎ／kDmsrm／

（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

vanillaice-cream／vdhｪleraｪs／

（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

ideaoｆ／a工aｪerev／

（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

ｓａｗｉｔ ／白ｏ:、t／

（ＥＥ＜Cockney）

ａ)の｡/音の脱落は，一般にアメリカ英語(GenAme）

とイギリス英語を区別する際の特徴の一つであると

考えられているが，ＥＥがアメリカ英語から影騨を

受けていることは否定できない事実である。しかし，

この/i/音の脱落特徴は，１８世紀にはすでにロンドン

アクセントの特徴として記述されている(Wells

l996)。一般的傾向として，ａ)の環境下においては

伝統的ＲＰ(U-RP)では〃音は残り，Cockneyでは脱落

する。また，ｂ)の環境下においてはCockneyでは脱

落するか，それぞれ／tLd3／に結合同化する。た

だし，ＲＰでも/l/音の後では高頻度で，／s/音の後で

は低頻度で，Ｚｊ/音が脱落する傾向が定着しつつある

ことが報告されている(Sclloenbergerl994)。
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EstuaryEnglish（津熊）

語境界を越えない場合

例）magentaish／meli3enteZ工S／

（ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

withdrawal／w工Bar｡:rel／（Cockney）

／白o:Ｚ工U／（Cockney）ｓａｗ１ｎｇ

Fig.４からも明らかなように，ロンドンの中でも

階級によって，ほぼ４倍の頻度でH-dmppingが起こ

ることがわかる。また，男女間の差異も大きく，男

子生徒の方が女生徒に比べて中流階級では2.3倍，

労働者階級では4.5倍にも及ぶ。

C6）エ、＞ｍ,ｎ

ｍｇの軟口蓋音の歯茎音化は，普記体にまで影響

を現している場合がある。

C5）ｈ＞D

Cockneyアクセントを代表する特徴の１つでもあ

り，ＲＰにも見られる現象でもある。語頭，語中に

現れる/h/が落ちる傾向がある｡この脱落現象は，

すでに歴史的に確立しているｗｈで始る疑問詞や，

機能語のWeakfOrm/Ｍhim,ｈｅｒ等)の脱落を意味す

るものではない。Cockneyでは時折，／eｴtS／のよ

うに歴史的に/h/がない場合でも，ハイパーコレク

ション（過剰訂正）の結果/ha工tS／と発背してし

まうことがある。

例）working

reading

runnlng

momlng

/'ｗ３:ｋｍ／

/,rユ:ｄｍ／

/１回in工n／

/bqo2nｴ､／

(Cockney）

(Cockney）

(Cockney）

(Cockney）

ingの歯茎音化の出現率については、次に示すよ

うな社会階級，性別，コンテクストを対象にした

Trudgill（1974)のアクセント調森資料がある（地

域：Norwich)ｃ

Fig.５から明らかなように，まず，中流クラスと

労働者階級クラスの間に顕著な差が見られ,社会階

級別にもうまく歯茎音化が伸張しいることがわか

る。また、男女間の差については．Trudgill（1974）

が早<に指摘しているように，女性の方が穏健であ

る。

次に，スタイル別に歯茎音化現象を見た場合，ＩＪＩ

例）ｈａｍｍｅｒ

ｈｅｄｇｅ

ｂｅｈｉｎｄ

ｌｈａｖｅ

/Ia9me／

/,ed3／

/bェ，amd／

/aエロaev／

(Cockney）

(Cockney）

(Cockney）

(Cockney）

H-droppingの出現率については，次に》(すような

社会階級，性別を対象にしたHudson＆Holloway

U977)の行ったアクセント調査資料がある（地域：

London)。

PercentagesofDropped/h/inLondonSchoolchildrenbvClassaｎｄＳｅｘワ

9０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

ｙ
ｄ

ｏ
・
ｌ

Ｂ
Ｇ

■
□

WorkingClassMiddleClass

Fig.４ロンドンにおけるH-droppingの階級・性別出現率(Hudson＆Hollowayl977)。
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Fig.５Norwichにおける`－，９，の歯茎音化の階級・性別出現率(Trudgilll974)。ＭＭＣ(MiddleMiddleClass)，

LMC(LowerMiddleClass),ＵＷＬ(UpperWorkingClass),ＭＷＣ(MiddleWorkingClass),ＬＷＣ(LowerWorkingClass）

PercentagesofAlveolarFomsof`-ing'inNorwich,ｂｙＣｌａｓｓａｎｄＳｔｙｌｅ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
９
８
７
６
５
４
３
２
１

１ ■
□
噸
□

WordList

ReadingPassage

FonnalConversation

CasualConversation

ＭＭＣＬＭＣＵＷＣＭＷＣＬＷＣ

Fig.６Norwichにおける`-ing'の歯茎音化の階級・スタイル別出現率(Tmdgilll974)。

読スタイルと会話スタイルの間に大きな差異がある

ことがわかる。そして，その割合いも社会階級があ

がるほど大きくなる一般的傾向がうかがえる。また，

会話スタイルのフォーマル・カジュアル間でも同様

の傾向が見られ，特に中流階級では，歯茎音化の絶

対頻度は少ないが，その傾向が顕著である。

インタビュー，朗読文章，単語単位の平均で，約

66％の出現率であるのに対して，ＥＥ話者は，７％の

出現率、ＲＰ話者は，１％の出現率であった。従って。

TH-frontingは，CockneyとＥＥの境界特徴と言え

る。

/aｴ2ｍ／

/,ｍ｣ｗｅ／

例）Ithmk

mother

(Cockney）

(Cockney）Ｃ７）0,5＞２，Ｖ

一般に，「TH-fronting」と呼ばれているこの現象

は，Ｃｏｃｋｎｅｙ独自のものとみなされている。

Altendorf(1999)の調査によると，Cockney話者は，

C8）ｒ＞w

Rosewarneが主張する/r/音の軟口蓋化/w/は，ＥＥ
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ＥＳ【uaryEnglish（津熊）

独特の特徴というよりは，個人の癖であるように報

告されている（Maidmentl994)。確かに，子供の頃

に多く見られるこの癖をそのまま大人になっても使

う人はいるが，この現象は，ＥＥ以外でも，英語圏

であればどこにでも起こりうる。たとえば，アメリ

カのCartoonで/r8eb工t／のことを／waeb工t／と発音

している大人のキャラクターがいるが，聴覚的な違

和感は大きい。

(ＭＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／,nixded／

(Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／,ｓａｗ工sez／

(Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

／'1i:flet／

(Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

needed

ｓｅｒｖ１ｃｅｓ

leaflet

c）ｕ，ｕ,JCR，ｅｕ＞ｅ

(/u/,／u/,／』。:／,／eu/母音が/s／に弱化する傾向

がある｡）

母音

Vl)/i/および/e/への変化

ａ)／ｪ／＞/i,i:/＿＃,Ｖ（文末や母音直前に

おいて，母音が引き延ばされたり２重母音

化する傾向がある｡）

例）ambulance /i8Bmbja1ens／

（ＥＥ＜Cockney）

/ie3Qke工t／(ＥＥ＜Cockney）

/m2enjQT5ektSe／

（ＥＥ＜Cockney）

/0se工ｊ自／（ＥＥ＜Cockney）

/'ｗｍｄＱ／（ＥＥ＜Cockney）

/DP工垣/(EE<Cockney)

educate

mamDfklcture/h率ﾕ,'h8Bp聖／

（ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）
１０

/kDfi,kpfi2／

（ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

/Te工dieｪt／

（ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

んeeries／

（ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

例）happy

Coffee
seeyou

window

pillowradiate

V2）２重母音のシフト

ｅ工＞ムエ

ｖａｎｏｕｓ

pay,eight,ｍａｋｅ

（ＥＥ＜Cockney）

ｍｙ,eye,fine(ＥＥ＜Cockney）

choice,toy（ＥＥ＜Cockney）

「HappyＹ」（Ramsaranl990b;Winsorl990)に代表

される変化であるが，文末や母音直前の/工/の非弱

化が起こる現象である(Wellsl996)。この傾向は，

ロンドン北東部のEssexやGenAmeでも見られる。

ａ工＞α工

Ｏ工＞Ｏ工

goat,ｏｗｅ,ｂｏａｔ

（ＥＥ＜Cockney）

rolLmole（ＥＥ＜Cockney）

mouth,South（Cockney）

real（Cockney）

dial（Cockney）

ｅｕ＞Ａｕ，Beu

b）ェ＞ｅ／＿Ｃ(子音直前において,／ｴ／

母音が/e/に弱化する傾向がある｡）

＞＊ＤＵ

ｄｕ＞ａ：

工ｅ＞ｉ：

例）careless ／'keeles／

（Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

goodness／Igudnas／

（ＭＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

university／ｊｕｘｎ工ｌｖ３:seti／

（Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

luckily ／,lJhkeli／

（Ｍ－ＲＰ＜ＳＥ＜ＥＥ＜Cockney）

immediate／ｪ'mi2diet／

ａ工＞ｑ【

鑿/su/は，dark/l/の直前では/､u／に変化するのが

ＥＥの特徴であるように報告されている（Maidement

l994)。

イントネーション

Rosewarne（1984)によると，次のようなＥＥのイ

ントネーション特徴が指摘されている：

－１５１－



耐ｉｌｌｉ文化研究１２巻ｌザ

ｌ）ＥＥは，ＲＰよ})ピッチの変化（特にピッチ上

昇が）小さいため，聴覚的には平坦で情緒や感情

の高ぶりが感じとりにくい。

２）ＲＰでは，内容語と呼ばれる語の音節に音調

核が来るのが普通であるが，ＥＥではしばしば機

能語と呼ばれる語，たとえば前笹詞や助動詞に音

調核が来ることがある。

３）Ｌ*Ｈ＋Ｌ（上昇下降音調核）が多用されるた

め，付加疑問文などの意味に影騨を与えることに

なる。

げ，ｌ）～７）ような例は，現在ではCockneyばか

りではなくイギリス全体で広く使われている

｢PopularEnglish」になっていることを指摘してい

る。

l）多重否定

2）動詞の形態

ain'tneverdonenothing・

Ｙｏｕｓｅｅｎ，ｉｍＬＩｎｅｖｅｒ１

Ｔｈｅｙｄｏｎｅｉｔ・Ｙｏｕ辺旦旦．

，E,Ⅱ，urt'1ニェlLThat，syoum、

Thembooks・

Trainsarerunning迎ｏｒｍａＬ

Ｔｈｅｂｏｙｓｄｏｎｅ２ｏｏｄ

ｄｏｗｎｔｈｅｐｕｂ，ｕｐｈｅｒｎａｎ's，

outthewindow,offof

Where，ｓｎ匹bag？

再帰代名詞

指示詞

-1ｙなしの副詞

１
１
１

３
４
５

しかし，これらRosewarneの指摘した上記ＥＥの

イントネーション特徴は，Maidment（1994)によっ

てその具体性と客観的データの欠如のために否定さ

れている。

６）前悩調

７）所有格代名詞

語彙レベル

RosewameU994)やCoggle（1994)によると，次の

ようなＥＥの語彙・慣用語句の特徴が指摘されてい

る：

まとめ

ＲＰは，社会・経済的にはピラミッドの頂点に位

伍し,地理的にはイギリスに根ざすがイギリスだけ

のものではない。また．イデオロギー的には正しく

｢｢|刀立？」で，実用的にはＥＦＬとして外国語教育の

現場で教えられているＣＲＰを社会的地位スケール

の一方の端に極くとすれば，もう一方の端には

Cockneyが来る。そしてCockneyは上記の肯定的な

ＲＰのちょうど逆の価値観を与えられることになる。

イギリスでは．1994年に，当時の文部大臣Gillian

ShephardがＥＥを「だらしない，聞き取りにくい．

Cockneyまがい」とし，さらに「教師は全力をあげ

てＥＥを根絶させなければならない｡」とも述べて

いる(Wellsl997Lこのイギリスの無形財産ともい

うべき標準英語が今現在急激に変化しつつある。１

つはＲＰ内部からの変化であり，もう1つは外部か

らの影響である。

ＥＥは，そのような状況の中で形成されてきたロ

ンドン風のアクセントである。ＥＥが影響を受けて

いるそのアクセント源であるCockneyの特徴の中の

幾つかがすでにＥＥの中に取り込まれている。例え

ば，／t/の声門閉鎖化／l/の母音化，／tj,。』/の結合|iTI

化／工／の緊張音化，２重母音のシフトなどであ

る。この傾lilUは，男性の若者のカジュアルなスビー

１）「Cheers」が「Thankyou」や「Goodbye」の

意味で使われる傾向がある。

２）間投詞的な「Basically」が頻繁に使われる傾

向がある。

３）「Thereyouare」が「Hereyouare」の代わり

に使われる傾向がある。

４）主語の単・複数形にかかわらず，「Thereis…」

が使われる傾向がある。

５）以下のような`慣用表現を含むアメリカ英語が

広範囲に使われる傾向がある。

ａ）「Excuseｍｅ」＞「Sorry」

ｂ）「Who'sspeaking?」ｏｒ「Who，sthat?」＞

「Who'Sthis?」

しかし，これらの特徴もWells（1994)などの調在

資料などによってその「ＥＥというアクセント地域

限定」の妥当性に疑問が投げかけられている。

文法レベル

Wells(l998b)は次のような文法レベルの項目を拳

－１５２－
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＜i詫匙
Fig.７ＲＰ（Upper-crustRP,Mainstream-RP)，ＳＥ(StandaldEnglish)，ＥＥ（EstuaryEnglish)，Cockneyの社会

言語学的な位置関係。各アクセントは，隣接するアクセントにＦ(Formal)．Ｃ（Casual）の部分で重なり合う。

チほど強くなり，その範囲はすでにイギリス南部全

域に浸透しつつあるといってよい。

本稿は，筆者が1998年９月から１年間，英国エ

セックス大学言語・言語学部晋声研究所において客

員研究員(ResearchFellow)として学外研究１１１，資料

収集，および方言の音声観察を行いその結果をまと

めたものである。
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